
ICTを活用した健康先進都市の実現
～地域包括ケア情報プラットフォーム～
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１.福岡市の人口と高齢化の推移

■福岡市は，2013年に人口150万人を突破，2035年をピークに緩やかに減少
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実績値 推計値

■福岡市の高齢者数は，

2010年の25万4千人が，30年後の2040年には倍の49万7千人に増加！

【福岡市の人口と高齢化率の推移】

■日本の人口は2010年の1億2800万人をピークに減少

©Fukuoka City. 2017. All right reserved. 2



２.高齢化がもたらす地域課題

慢性的な疾患を抱えながら地域で生活する人の増加

・病院での医療は急性期医療を中心としたものに

・慢性期の療養は「施設」から「在宅」へ，「医療」から「介護」へ

家族や医療・介護関係者など支える側の負担増加

・「治す」から「支える」への転換 ＝ 地域で支える人の負担増

・地域の特性に応じた細やかな制度設計やサービスの拡充が重要に

地域における社会資源やサービスの不足

・地域で生活していくためには，様々な社会資源やサービスが必要に

・公的サービスだけでなく，民間による自主的なサービスの拡充を促進

【課題解決に向けた国方針】

「地域包括ケアシステム」の構築を推進
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３.地域包括ケアシステムとは

【出典：厚生労働省ホームページ(http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/)】

保険者である市町村が地域の自主性や特性に応じて作り上げていく！
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４.ケアシステムの実現に向けた３つのポイント

科学的エビデンスに基づく最適な施策の企画・立案
医療や介護，予防（健診）等において，地域で何が求められ，どの資源や

サービスが不足しているのかを把握し，制度やサービスを効率的に拡充。

医療や介護関係者の負担軽減とケアサービスの質の向上
家族を含む医療・介護関係者が相互に連携できる環境を整備し，ニーズに

見合ったサービスが切れ目なく、効率的に提供される仕組みを構築。

生活する上で必要となる社会資源情報の集約・提供
地域における医療機関や介護施設の状況，配食や家事援助など民間提供の

生活支援サービスなどを集約し，幅広く提供する仕組みを構築。

【課題解決に向けた福岡市方針】

地域包括ケアシステムを支える情報通信基盤を整備
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５.ICTを活用した地域包括ケアシステムの実現

【 福岡市地域包括ケア情報プラットフォーム 】

福岡市の保有する「住まい・医療・介護・
予防・⽣活⽀援」に係る情報を集約

（１）データ集約システム
(careBASE)

分析・共有・提供を実現するための
ビッグデータを管理

（２）データ分析システム
(careVISION)

全体

〜100未満

〜200未満

〜300未満

〜400未満

〜500未満

0 20 40 60 80 100（％）

XX値別 XXX数

データを地図上に
マッピング

医療・介護のクロス分析、
シミュレーション

エビデンスに基づく施策の
企画・⽴案を⽀援

（３）在宅連携支援システム
(careNOTE)

ケア対象者の⽣活状況を
関係者間でリアルタイムに共有

医療や介護事業者の負担を軽減し
ケアサービスの質を向上

（４）情報提供システム
(careINFO)

インフォーマルケアサービスなどの社会資源
情報を地図と組み合わせてＷｅｂ上で公開

⽣活していく上で必要となる
サービスや資源を幅広く提供
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データ集約システム
(careBASE)

⾃治体が保有する「住まい・医療・介護・健康（予防）・
⽣活⽀援」情報と、外部機関の持つ多様な情報を集約１

情報提供
システム

(careINFO)

これまで難しかった民間の生活
支援サービスも把握でき、地域
毎の過不足是正や、住民の利便
性向上も期待できる！

地域で暮らしていく上で必要となる社
会資源やサービス情報を集約・収集し，
幅広く提供するための仕組みを構築

４

データ分析
システム

(careVISION)

これで、ニーズや課題に基
づく，効果的な高齢者政策
が可能になる！

分析⽤に最適化されたデータを基に地域
ニーズや課題の「⾒える化」⾏い，科学
的エビデンスに基づく施策の⽴案を⽀援

２

在宅連携⽀援
システム

(careNOTE)

課題だった専門職間の情報
共有が実現し，関係者の負
担軽減が図れる！

本⼈同意に基づき医療・介護・健康（予防）
に関する情報を情報通信ネットワーク上で共
有し，在宅ケアに係る専⾨職間の連携を⽀援

３

ビッグデータの活用により，
本市の地域特性に合わせたケアシステムの構築を支援

特定健診・
がん検診情報

活動量計
ウェアラブル機器

データ
医療レセプト

地図情報など
多様な地域のデータ 交通・通信データ

介護・福祉データ ⺠間⽣活⽀援
サービス情報

医療機関情報
介護事業者情報

サービス付き
⾼齢者住宅情報

ＮＰＯ情報
⼩中学校区情報障がい者情報⺠⽣委員情報公共施設情報 ⾼齢者⾒守り情報

職域保険者情報

住⺠情報

⻭科・調剤
データ
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６.システム全体構成およびデータ相関図



地域包括ケア
ビッグデータ

７.データ集約システム（careBASE） の概要

医療・⻭科・調剤レセプト
など

医療機関情報
国保・後期被保険者情報

⼩中学校区
住⺠情報

⽇常⽣活圏域
⾃治会区・公称町名

など
介護認定・被保険者情報
介護施設・事業者情報

介護レセプト
など

国保・後期特定健診結果
各種がん・⻭科検診情報

特定保健指導
など

地図情報
など

サービス付⾼齢者住宅
介護保険外施設

家事援助
配⾷・宅配・移動販売
外出⽀援 理美容

など

⾒守り
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２３０種 約２２億件のデータをセキュアな環境で集約
医療・介護・健診データを住民情報に紐づけて管理



８.データ分析システム（careVISION） の概要

科学的エビデンスに基づく施策の企画・立案と
成果の確認・見直しによるＰＤＣＡサイクルの実現

人口構成

医療費

介護費

り患状況介護認定

健診結果

死因 出生
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【参考】careVISIONにおける分析イメージ
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第⼀主病・年齢階級別の患者数第⼀主病・年齢階級別の患者数

⼩学校区別の介護認定者数
と通所リハビリ施設の状況
⼩学校区別の介護認定者数
と通所リハビリ施設の状況



９.在宅連携支援システム（careNOTE） の概要

セキュアな環境で対象者の状況をシームレスに共有し、
様々なサービスが一体的に切れ目なく提供される仕組みを実現
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【参考】careNOTEにおける機能イメージ
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サービス情報
（⽂書情報の共有）

ケアメモ
（掲⽰板機能）

バイタル
（⼼拍・⾎圧・体温）

認定履歴
（主治医意⾒書等）



予防事業情報

⾼齢者住宅情報

介護施設情報

医療機関情報

10.情報提供システム（careINFO） の概要

地域で生活する上で必要となるサービスや資源を
誰もが簡単に照会できる環境を実現

保険外サービス情報
（ｲﾝﾌｫｰﾏﾙｹｱｻｰﾋﾞｽ）

家事援助
配⾷ 宅配 移動販売
外出⽀援 理美容

など

⾒守り

Webを通して地域資源を検索・照会Webを通して地域資源を検索・照会
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【参考】careINFOにおける画面イメージ



11.構築ロードマップ

平成２７年度

プラットフォームにおけるコア部分の整備

①データ集約：行政内部を中心としたデータの集約

②データ分析：基礎的な統計・解析機能の設計・実装

③在宅連携 ：関係者間の意見集約・パイロットシステムの設計・実装

④情報提供 ：行政情報を中心とした本人等への情報提供機能の設計・実装

基

盤

構

築

システム機能の改修・強化

①データ集約：データクレンジングの実施

②データ分析：将来推計機能の設計・実装

③在宅連携 ：医療・介護現場への試験的導入

④情報提供 ：事業者登録と一般公開の開始

平成２８年度

テ
ス
ト
運
用

本運用の開始と医療介護連携に向けた準備

①データ集約：外部機関を中心としたデータの集約

②データ分析：統計・解析機能の改修・強化（医療・介護における質の分析）

③在宅連携 ：全市展開に向けた連携機能の改修・強化と運営組織の構築など

④情報提供 ：事業者向けオープンデータ（分析・解析結果）の公開

平成２９年度
本
運
用

作 業 概 要年 度
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市全域を対象にﾌｨｰﾙﾄﾞ試験中

庁内にて試験運用を実施中

H28/12より一般公開を開始

平成29年5月現在

15



12.最後に…～プラットフォームが導く未来～

様々なテクノロジーを活用し，誰もがいつまでも
健康でいられる街づくり「健康先進都市」を実現！
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PHR(Personal Health Records)を活⽤した
効率的な医療・介護サービスの提供
PHR(Personal Health Records)を活⽤した
効率的な医療・介護サービスの提供

16

分析結果のオープンデータ化による
新たなヘルスケアサービスの創出
分析結果のオープンデータ化による
新たなヘルスケアサービスの創出

アプリやIOT機器による
積極的な健康管理と専⾨職による⽀援

アプリやIOT機器による
積極的な健康管理と専⾨職による⽀援

スマートデバイス等を活⽤した
被験者データの収集と⾼精度な分析
スマートデバイス等を活⽤した

被験者データの収集と⾼精度な分析


